
ご利用にあたって

「安全情報」は医療・福祉関係の方に向け
て発信したものです。一般の方に向けた内
容ではございませんのでご注意ください。

■

内容は、いずれも発行日時点のものです。
常に最新の情報をご確認ください。

■
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テオフィリンの使用に十分な注意を 
－小児の喘息治療にあたって－ 

安全情報 NO.２２ 

テオフィリンは危険な薬剤 

最近、警鐘的事例として、救急外来の小児の喘息治療の際に、点滴静注のテオフィリンの量を間違

え患者さんがテオフィリン中毒症状をおこした事故が報告されました。またそれより前には処方転記

ミスにより１０倍量を投与してしまった事例もありました。テオフィリンは危険な薬剤であることを

改めて認識し、取り扱いには十分な注意を払ってください。 
小児の喘息発作は救急外来では日常的に診るものであり、テオフィリンは喘息の一般的な治療薬と

して常用されてきた薬です。しかし、治療域と中毒域の差が小さいこと、様々な要因で血中濃度の上

昇が起こりやすいこと、また治療域においても難治性のけいれんなどの副作用を見ることがあること

からその使用には慎重さが求められます。 
 

小児喘息治療上の位置づけの変更 

日本小児アレルギー学会から出された小児気管支喘息 治療・管理ガイドライン２００５では、ア

ミノフィリンの点滴は２歳以下の乳児喘息では大発作・呼吸不全のある時に考慮。２歳以上でも中発

作時にステロイド投与 and/or アミノフィリン点滴となっています。その際も乳児および５歳未満の幼

児では小児喘息の治療に精通した医師のもとで行われることが望ましいとなっています。 
 これに基づいて各医療機関におけるマニュアルの再検討や、医局での学習をおこなってください。 
 

けいれんに注意を 

 近年テオフィリン薬の投与を受けた乳幼児において、血中濃度が治療域であった例でもけいれんと

重篤な中枢神経系後遺症の発生が報告されています。常に慎重な投与が必要ですが特にてんかん・熱

性けいれんの既往がある場合には原則使用しない方がよいでしょう。また乳幼児では発熱の際にテオ

フィリンの血中濃度が急に上昇することがあるので発熱時は減量や一時中止などが望ましく、適応の

有無を慎重に考慮とされています。嘔吐・下痢、インフルエンザなどのウイルス感染症、併用薬剤に

よっても血中濃度が変化するので、適切な使用には十分な知識が必要です。また使用の際は必要に応

じて血中濃度を測定することが望まれます。 
  
 添付の図・表は『小児気管支喘息 治療・管理ガイドライン 2005』からの引用です。 
厚労省の医薬品・医療機器等安全性情報２２１号 １．小児気管支喘息におけるテオフィリン等の

適正使用について http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/01/h0126-1.htmlも参考にしてください。 
 

http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/01/h0126-1.html







